
日本家族看護学会 実践促進委員会企画
多職種における「家族看護の専門性と魅力」を発掘する
-小児の在宅移行事例を通して多職種、他領域の専門看護師師の視点から-

日時：９月９日（土）13：10～14：20
場所：第５会場（保健学科講義棟１階第１講義室）対面のみ
プログラム
〇小児事例へのそれぞれの立場からの視点
登壇者：小児科医師 大木茂先生（社会福祉法人聖隷福祉事業団 聖隷子ども家庭支援センター）

小児看護専門看護師 橋倉尚美先生 （社会医療法人 愛仁会高槻病院）

医療ソーシャルワーカー 下田公子先生（大阪府立大学大学院人間システム科学研究科

社会福祉学分野博士前期課程）

家族支援専門看護師 林由紀先生 （大府あおぞら有床クリニック）

〇指定討論 浅野みどり先生（名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学専攻）

どなたでも参加できます。
多職種の様々な視点を通して“家族看護”を考えます。
皆様のご参加をお待ちしています。

企画者：日本家族看護学会 実践促進委員会
藤井淳子・湧水理恵・藤原真弓・永冨美知子・加藤智子


